
基本事件　平成・令和　　年（家）第　　　　号　成年被後見人（ご本人）　　　　　　　
後 見 等 事 務 終 了 報 告 書
作成日　令和　　年　　月　　日　　氏  名（報告者）　　　　　　　　　　　　　　　印
住　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
年　齢　　　　　　　 歳　　　電話番号（自宅）      （       　 ）　    　　　　　
職　業　　　　　　　　　　　　　　　 （携帯）　　　（　　　　　）          　　　
　後見等終了事由　
□ 本人の死亡
死亡年月日 ： 平成・令和　　　年　　月　　日
※　この場合には，「死亡診断書の写し」又はご本人の「除籍謄本」（本籍地役場が発行）を必ず添付してください。
□ 後見等の審判の取消
取消年月日 ： 平成・令和　　　年　　月　　日
□ その他
終了の事由： （                                                  ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　ご本人の財産状況について　
１　前回報告以降，ご本人の定期的な収入・支出状況に変化がないか確認してください。確認の結果，月々の定期収入額・定期支出額のいずれかに月額１万円以上の変化はありましたか。
　□　特に変わらない。→定期収支表の提出は不要です。
　□　以下のとおり変化があった。→変化の内容等が確認できる領収書等の裏付け資料と定期収支表を提出してください。      
	変化の内容
	変動時期
	変動月額
	裏付け資料

	①
	□収入

□支出
	
	～
	万円
	□増

□減
	

	②
	□収入

□支出
	
	～
	万円
	□増

□減
	

	③
	□収入

□支出
	
	～
	万円
	□増

□減
	

	④
	□収入

□支出
	
	～
	万円
	□増

□減
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２　前回報告以降，１回につき１０万円を超えるような臨時収入又は臨時支出がありましたか。
□　いずれもなかった。　

□　以下のとおりあった。→内容と金額等が確認できる領収書等の裏付け資料を提出してください。
	臨時収入・臨時支出の内容
	年月日
	金額
	裏付け資料

	①
	□収入

□支出
	
	
	万円
	

	②
	□収入

□支出
	
	
	万円
	

	③
	□収入

□支出
	
	
	万円
	

	④
	□収入

□支出
	
	
	万円
	

	⑤
	□収入

□支出
	
	
	万円
	

	⑥
	□収入

□支出
	
	
	万円
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
３　前回報告以降，ご本人が得た金銭（定期収入，臨時収入の全てを含む。）は，全額，今回コピーを提出した通帳に入金されていますか。
□　全額入金されている。
□　以下のとおり入金されていない。　　 
	収入の内容・金額
	現在の管理状況
	入金されていない理由

	①
	
	
	

	②
	
	
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
４　前回報告以降，ご本人の財産から，ご本人以外の人（ご本人の配偶者，親族，後見人等自身を含みます。）のために支出（家族への扶養料は除く。）をしたことがありますか。
□　ない。

□　以下のとおり支出した。→内容と金額が確認できる領収書等の裏付け資料を提出してください。
	支出の内容
	時期
	金額
	裏付け資料

	①
	
	
	万円
	

	②
	
	
	万円
	

	③
	
	
	万円
	


　　       
５　その他

	


　ご本人の財産の引継について　
１　ご本人の最終財産（遺産）の引継ぎの状況についてご記入ください。

□ 本人の相続人の代表者である下記の者に全財産を引き継いだ。

住所 ：（                                                    ）

氏名 ：（                     ）　電話番号：（                   ）

ご本人との関係 ： 本人の（              ）にあたる。

□ 本人の唯一の相続人として私が全財産を受領した（私以外に相続人はいない）。

□ 本人の相続人の代表者として私が全財産を受領した（ただし，私以外にも相続人がいる）。

□ 財産の引継ぎの状況（予定を含む。）は次のとおりである。
	


２　ご本人の相続人に対する通知（①ご本人の死亡等により後見が終了した旨の通知，②ご本人の最終的な財産内容の通知，③ご本人の財産の引継ぎを終了した旨の通知）の状況についてご記入ください。
□ 本人の相続人全員に対して通知した。

□ 通知していない相続人がいる。
	（通知していない相続人氏名とその理由）


· 通知すべき本人の相続人が存在しない。
３　その他
　　本件について困っていることなどがあればご記入ください。
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　）
（基本事件　平成・令和　　年第　　　　　号　ご本人　　　　　　　　　　）
　　　　　　財　産　目　録　　　令和　　年　　月　　日　作成
＜記入方法＞
ご本人のすべての財産についてご記入ください。該当選択肢の□にレ点でチェックし，不動産の共有持分等の参考となる事項は備考欄に記載してください。欄が不足してすべてを書き切れない場合には，Ａ４判の適当な紙に記載し，別紙として添付していただければ結構です。

１  預貯金（普通預金・定期預金など）
  □本人の財産内容は次のとおり □別紙一覧表のとおり　□当該財産は存在しない □不明

	No
	金融機関・支店名
	種 類
	口座番号
	金 額
	通帳保管者
	備 考

	①
	
	
	
	
	
	

	②
	
	
	
	
	
	

	③
	
	
	
	
	
	

	④
	
	
	
	
	
	

	⑤
	
	
	
	
	
	

	⑥
	
	
	
	
	
	

	⑦
	
	
	
	
	
	

	⑧
	
	
	
	
	
	

	⑨
	
	
	
	
	
	

	合          計
	


※  上記内容を証明する資料として，通帳（記帳済みのもの）の写しを添付する。
２  有価証券（株式・国債・社債・手形・小切手など）

  □本人の財産内容は次のとおり □別紙一覧表のとおり　□当該財産は存在しない □不明

	No
	種 類
	銘柄・振出人等
	額面金額
	数 量
	管理者
	備 考

	①
	
	
	
	
	
	

	②
	
	
	
	
	
	

	③
	
	
	
	
	
	

	④
	
	
	
	
	
	

	⑤
	
	
	
	
	
	

	⑥
	
	
	
	
	
	


※  上記内容を証明する資料として，直近の残高証明書等の写しを添付する。
３  生命保険等（本人が契約者又は受取人になっているもの）

  □本人の財産内容は次のとおり　□別紙一覧表のとおり　□当該財産は存在しない  □不明

	No
	保険会社名
	種類・証書番号
	保険金額
	受取人
	証書管理者
	備 考

	①
	
	
	
	
	
	

	②
	
	
	
	
	
	

	③
	
	
	
	
	
	


※  前回報告から内容に変化がある場合は，上記内容を証明する資料として，生命保険証書等の写しを添付する。
４  現金，貸金，その他

  □本人の財産内容は次のとおり □別紙一覧表のとおり □当該財産は存在しない　□不明

	No
	種類・特徴等
	金額(価格)
	管理場所（管理者,借受人等）
	備  考

	①
	
	
	
	

	②
	
	
	
	

	合        計
	


※  上記内容を証明する資料があれば，その写しを添付する。
５  負債（銀行，信販会社，候補者，親族等から本人が借り入れている債務）

  □本人の負債内容は次のとおり 　□別紙一覧表のとおり 　□負債は存在しない  □不明
	No
	種 類
	債権者名
	借入等金額
	残 額
	返済方法・備考

	①
	
	
	
	
	

	②
	
	
	
	
	

	合        計
	
	


※  前回報告から内容に変化がある場合には，上記内容を証明する資料として，ローン契約書（借用書）又は支払明細等の写しを添付する。
６  不 動 産（土地，建物）

  □本人の財産内容は次のとおり □別紙一覧表のとおり □当該財産は存在しない　□不明
	No
	所        在        地
	内容（種類）
	面 積
	備   考

	①
	
	 □宅地  □居宅

 □その他(      )
	㎡


	

	②
	
	 □宅地  □居宅

 □その他(      )
	㎡


	

	③
	
	 □宅地  □居宅

□その他(      )
	㎡


	

	④
	
	 □宅地  □居宅

 □その他(      )
	㎡


	

	⑤
	
	 □宅地  □居宅

 □その他(      )
	㎡


	


※  前回報告から内容に変化がある場合には，上記内容を証明する資料として，登記事項証明書（登記簿謄本）又は固定資産税評価証明書の写しを添付する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
担当書記官








